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工
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ここがポイント！

平成 26 年度Point

作業風景／白干し（天日干し）工程です。

間接的な接触を極力減ら
すため、多くの人が触る所
を極力触らないようにでき
る扇子です。
エレベーターのボタンや引
き戸の取手を触れる必要
がありません。

扇骨の概要とレーザー加工機導入部分

今後の展望
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村田 高弘

　伝統技術と最新技術・最新設備の融合により、扇子業界でも初
めての試みで誰も製造していない、竹材だけの竹扇子の開発・製
品化に挑戦しています。
　これは、扇面の紙や布のデザインに頼らず、紙や布を貼らない
竹材だけの新感覚の扇子で、水濡れに強く、強度があがるだけで
なく、軽量・コンパクト等の利点もあり、実用品としてだけでなく
装飾品・インテリア用途としても広がる可能性があります。
　滋賀県工業技術総合センターとの共同研究により、デザイン・技
術をさらに向上させるとともに、デザインを勉強されている大学と
もコラボし、若い世代の感性もデザインに取り入れていきたいと考
えています。
　伝統工芸は後継者という課題を抱えていますが、最新技術・最
新設備の導入やデザインへの挑戦という将来に向けた取り組みを
積極的に行うことは、若い後継者の励みにもなっています。
　新たな市場を拡大していくことで、滋賀県扇子工業組合の一員と
して産地の活性化と伝統工芸の担い手となる若い世代の雇用につ
なげていきたいと考えています。

自社で一貫生産した
オリジナル扇子あります

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
、
歌
舞
伎
・
都
を

ど
り
・
お
祭
り
と
い
う
伝
統
文
化
の

中
止
に
よ
り
、
需
要
が
大
き
く
落
ち
込
み
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
扇
面
の
デ
ザ

イ
ン
・
折
り
・
貼
り
ま
で
の
内
製
化
に
も
取

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
内
製
化
と
デ
ザ
イ
ン

の
多
様
性
・
少
量
多
品
種
の
対
応
力
を
活
か

し
、
お
祝
い
事
を
祝
う
縁
起
物
の
扇
子
と
し

て
、
誕
生
・
結
婚
・
長
寿
の
家
族
イ
ベ
ン
ト

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ユ
ー
ス
や
、
大
切
な
ペ
ッ
ト
の

写
真
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
ユ
ー
ス

を
開
拓
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑴
立
体
的
な
造
形
が
可
能

　

手
作
業
で
は
困
難
で
あ
っ
た
緻
密

で
複
雑
な
形
状
や
デ
ザ
イ
ン
を
施
す

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
既
成
概
念
に

と
ら
わ
れ
な
い
付
加
価
値
の
高
い
新

規
性
の
高
い
扇
骨
が
で
き
ま
す
※
。

※
意
匠
登
録　

第
1
6
2
9
7
4
4
号
「
扇
子
親
骨
」

⑵
少
量
多
品
種
の
対
応
が
可
能

　

従
来
の
最
小
ロ
ッ
ト
2
0
0
本
の

1
／
10
で
も
対
応
で
き
ま
す
。

⑶
生
産
性
向
上

　

1
・
2
倍
の
製
造
効
率
向
上
と
加

工
不
良
の
低
減
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

扇
骨
の
製
造
は
、
工
程
ご
と
に
分
業
さ
れ

て
お
り
、
扇
面
が
張
ら
れ
る
仲
骨
と
仲

骨
を
両
側
か
ら
支
え
る
親
骨
部
分
を
合
わ
せ
る

と
、
非
常
に
複
雑
な
30
工
程
以
上
を
経
て
製
品

と
し
て
完
成
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
手
作
り
に

よ
る
細
か
な
熟
練
の
技
と
長
年
の
経
験
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
扇
骨
の
よ
う
な
伝
統

工
芸
や
そ
の
技
術
は
、
生
活
様
式
の
変
化
や
安

価
な
海
外
品
の
流
入
と
後
継
者
の
減
少
に
よ
っ

て
、
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
島
扇
骨
の
職
人
が
持
つ
経
験
と

高
い
技
術
を
継
承
し
つ
つ
、
今
ま
で
に
な
い
付

加
価
値
の
高
い
形
状
や
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
国

産
扇
骨
の
製
造
及
び
開
発
を
行
い
、
市
場
に
提

供
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
レ
ー
ザ
ー
加

工
機
の
導
入
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
滋
賀
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
の
技
術
指
導
を
受
け
、
デ
ザ
イ
ン
に
必
要

な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ソ
フ
ト
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
の
技
術
習
得
や
、
レ
ー
ザ
ー
加
工

機
に
よ
る
扇
骨
の
材
料
で
あ
る
竹
の
最
適
加
工

条
件
の
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
国
内
で
も
限
ら
れ
た
職
人
し
か

手
掛
け
ら
れ
な
か
っ
た
複
雑
な
形
状
の
加
工
や

自
社
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
扇
骨
を
製
造

す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
手
作
業
で
最
も
重
要
な
工
程
が
機
械
化

に
よ
り
効
率
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
産
性
の
向

上
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

対
象
類
型 

も
の
づ
く
り
技
術
（
デ
ザ
イ
ン
・
精
密
加
工
） 

事
業
類
型 

一
般
型
（
設
備
投
資
の
み
）

村
茂

匠
の
技
と
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
の

融
合
に
よ
る
「
扇
骨
」
の
新
提
案

会社HP

優れたデザイン性の

「高島扇骨」を実現
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